
主な内容
議会日誌………………… 1面
可決された案件 ………… 2面
一般質問………………3～6面
議会の動き……………… 5面
委員会の審査…………… 7面
行政視察報告…………7～8面
特別委員会活動………… 8面

　

平
成
24
年
第
４
回
定
例

会
は
、
12
月
４
日
か
ら
21

日
の
18
日
間
開
催
さ
れ
、

18
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
っ
た
後
、
条
例
の
一

部
改
正
・
廃
止
、
補
正
予

算
、
行
政
委
員
の
任
命
・

選
任
等
９
議
案
、
諮
問
１

件
、
特
別
委
員
会
中
間
報

告
の
提
言
書
な
ど
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
４
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
18
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
５
人
の
議
員
が
、

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３

に
つ
い
て
、
町
会
・
自
治
会

に
つ
い
て
、
財
政
健
全
化
の

推
進
に
つ
い
て
、
福
祉
行
政

に
つ
い
て
、
自
動
販
売
機
設

置
等
の
税
外
収
入
に
つ
い
て

な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
る
内

容
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

▼
２
日
目
（
５
日
）
は
、
６

人
の
議
員
が
、
脳
活
学
習
に

つ
い
て
、
多
摩
川
の
河
床
対

策
等
に
つ
い
て
、
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
収
納
業
務

の
一
元
化
に
つ
い
て
、道
路
・

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
な

ど
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

▼
３
日
目
（
６
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
、
不
妊
治
療
に新しい遊具が設置された日光橋公園で遊ぶ子どもたち

つ
い
て
、
米
軍
横
田
基
地
に

つ
い
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

導
入
に
つ
い
て
、
学
校
に
お

け
る
労
働
安
全
衛
生
の
推
進

に
つ
い
て
、
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
な
ど
の
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
７
日
）
は
、
２

人
の
議
員
が
、
伝
統
文
化
を

子
ど
も
た
ち
に
継
承
す
る
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
、
米
軍

横
田
基
地
に
つ
い
て
な
ど
の

一
般
質
問
を
行
い
、
18
人
の

議
員
の
一
般
質
問
が
終
了
し
、

続
い
て
、
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説

明
後
、
議
案
８
件
が
所
管
の

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
21
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
議
案
８
件
を
可
決
し
、

新
た
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提

出
議
案
１
件
と
諮
問
１
件
を

慎
重
審
議
の
上
、
即
決
で
同

意
・
答
申
し
ま
し
た
。
ま
た
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙
が
指
名
推

選
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
委
員
長

か
ら
の
中
間
報
告
が
さ
れ
、

市
へ
の
提
言
書
が
可
決
と
な

り
、
今
定
例
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
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▼
10
月

２
日　

建
設
環
境
委
員
会
行
政
視

察（
３
日
ま
で
）

４
日　

市
民
厚
生
委
員
会
行
政
視

察（
５
日
ま
で
）

９
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム（
11
日
ま
で
）

17
日　

総
務
文
教
委
員
会
行
政
視

察（
18
日
ま
で
）

18
日　

茨
城
県
坂
東
市
視
察
来
市

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員

会
行
政
視
察（
24
日
ま
で
）

25
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
議（
27
日
ま
で
）

30
日　

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
議
会
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

会
議
・
定
例
会

▼
11
月

２
日   

航
空
自
衛
隊
横
田
基
地
視
察

５
日   

西
多
摩
地
区
議
長
会
議
員

研
修
会
・
定
例
会
議

６
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
３
委

員
会

８
日　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
定
例

会

14
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
総
会（
15

日
ま
で
）

　
　
　

福
生
病
院
組
合
議
会
定
例

会

　
　
　

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏

体
育
大
会
総
合
開
会
式
兼

前
夜
祭

15
日　

東
京
都
市
監
査
委
員
会
監

査
委
員
研
修
会

16
日　

財
政
援
助
団
体
等
監
査

20
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
理
事
会
・
衆
参
基

地
関
係
委
員
会
委
員
と
の

要
望
懇
談
会

　
　
　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
定

例
総
会

22
日　

東
京
都
清
瀬
市
視
察
来
市

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

西
多
摩
衛
生
組
合
議
会
定

例
会

29
日　

例
月
出
納
検
査　
　
　
　

30
日　

第
２
回
臨
時
会　
　
　
　

▼
12
月

４
日　

第
４
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

第
４
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
４
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

第
４
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

11
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

12
日　

市
民
厚
生
委
員
会

13
日　

総
務
文
教
委
員
会

14
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員

会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
特

別
委
員
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

21
日　

第
４
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

例
月
出
納
検
査

「
議
会
日
誌
」

平成24年平成24年
第4回定例会回定例会
平成24年平成24年
第4回定例会回定例会第4回定例会
平成24年

本
会
議
の
経
過

に
つ
い
て
、
町
会
・
自
治
会

に
つ
い
て
、
財
政
健
全
化
の

推
進
に
つ
い
て
、
福
祉
行
政

つ
い
て
、
多
摩
川
の
河
床
対

策
等
に
つ
い
て
、
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
収
納
業
務

つ
い
て
、
米
軍
横
田
基
地
に

つ
い
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

導
入
に
つ
い
て
、
学
校
に
お

会
議
の

会
議
の
経
過
経
過
経
過

全
保
育
園
が
民
営
化

  

私
立
す
み
れ
保
育
園
園
舎
が
完
成

全
保
育
園
が
民
営
化

  

私
立
す
み
れ
保
育
園
園
舎
が
完
成
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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件た案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
生
活
環
境
部
が

担
当
し
て
い
る
定
住
化
対

策
や
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
の
所
管
を
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
企
画
財
政
部

に
移
管
す
る
た
め
及
び
第

４
期
福
生
市
総
合
計
画
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
主
権
改
革
に
対
応
す

べ
く
、
行
政
運
営
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
組
織
改

正
を
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

す
み
れ
保
育
園
の
民
営

化
に
伴
い
、
市
立
保
育
園

嘱
託
医
、
市
立
保
育
園
嘱

託
歯
科
医
及
び
市
立
保
育

園
保
育
士
嘱
託
員
の
報
酬

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

報
酬
が
時
間
額
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
非
常
勤
の

特
別
職
の
職
員
の
区
分
を

一
部
統
合
し
、
一
般
事
務

に
従
事
す
る
嘱
託
員
の
区

分
を
設
定
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
関
し
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
の

た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
係
る
地
方
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
の
施
行
及
び
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個

人
住
民
税
の
均
等
割
の
税

率
の
特
例
を
定
め
る
ほ
か
、

行
政
手
続
条
例
の
適
用
除

外
規
定
を
改
め
る
な
ど
、

関
係
規
定
の
整
備
を
行
う

た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で

は
、
今
後
の
医
療
費
の
増

加
等
に
よ
り
さ
ら
に
厳
し

い
運
営
状
況
が
見
込
ま
れ
、

財
源
不
足
見
込
額
を
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
求

め
る
こ
と
が
大
変
難
し
い

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
基
礎
課
税
額
の
算
定
に

つ
い
て
、
資
産
割
額
及
び

世
帯
別
平
等
割
額
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
基
礎
課

税
の
所
得
割
額
及
び
被
保

険
者
均
等
割
額
を
改
定
す

る
な
ど
、
必
要
な
規
定
を

整
備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
保
育
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

公
立
保
育
園
対
策
調
整

会
議
に
お
い
て
、
公
設
公

営
保
育
園
の
民
間
へ
の
移

管
を
段
階
的
に
進
め
る
方

向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
市
立
最
後
の

す
み
れ
保
育
園
を
民
営
化

す
る
た
め
、
福
生
市
保
育

所
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
専
用
水
道
事
務
等

の
事
務
委
託
に
つ
い
て

　

地
域
主
権
推
進
一
括
法

に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
東
京
都
よ
り
専

用
水
道
事
務
等
が
福
生
市

に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
効
率
性

を
考
慮
し
、
東
京
都
へ
事

務
委
託
を
行
う
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
有
提
供

施
設
等
所
在
市
町
村
助
成

交
付
金
等
の
確
定
及
び
国

庫
支
出
金
、
都
支
出
金
の

増
額
等
が
あ
り
、
歳
出
で

は
、
民
生
費
の
扶
助
費
の

増
額
及
び
下
水
道
事
業
会

計
繰
出
金
の
減
額
、
財
源

調
整
に
よ
る
予
備
費
の
増

額
等
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

歳
入
歳
出
予
算
を
補
正
す

る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
９
４
９
９
万
９

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
２
７
億
４
８
２
１
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

平
成
24
年
第
２
回
定
例

会
に
お
い
て
、
議
会
の
同

意
を
得
た
熊
川
福
東
地
区

の
立
川
第
二
排
水
区
雨
水

幹
線
整
備
事
業
の
事
業
費

に
つ
い
て
、
歳
入
で
は
国

庫
補
助
金
１
億
５
２
４
万

２
千
円
の
減
額
等
が
あ
り
、

歳
出
で
は
下
水
道
整
備
費

２
億
１
２
３
２
万
７
千
円

の
減
額
等
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算
を

補
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

も
の
。
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１

２
６
８
万
９
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
18
億
６
１

９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

宮
城
眞
一
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
川
越

孝
洋
氏
を
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
選
挙

　

議
会
で
井
上
武
氏
、
木

村
勝
代
氏
、
平
田
ヒ
ロ
子

氏
、
野
島
征
三
氏
の
４
名

を
福
生
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
選
挙
（
指

名
推
選
）
で
選
出
。

◎
福
生
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
補
充
員
の
選
挙

　

議
会
で
第
1
順
位
に
岩

﨑
澄
雄
氏
、
第
2
順
位
に

佐
藤
和
男
氏
、
第
3
順
位

に
小
野
澤
正
子
氏
、
第
4

順
位
に
原
紀
子
氏
を
福
生

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

補
充
員
と
し
て
選
挙
（
指

名
推
選
）
で
選
出
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　

島
田
し
の
ぶ
氏
が
任
期

満
了
と
な
る
が
、
引
き
続

き
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

同
氏
を
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
に
意
義
の
な
い

旨
を
答
申
。

◎
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会
中
間
報
告
に

つ
い
て

　

平
成
23
年
5
月
に
設
置

さ
れ
た
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
の
調

査
研
究
に
よ
り
、
市
へ
の

提
言
書
を
提
出
す
る
た
め
、

中
間
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
。

　

最
も
緊
急
を
要
す
る
と

考
え
ら
れ
た
被
災
地
復
興

支
援
に
関
す
る
こ
と
か
ら

検
討
を
開
始
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行

や
さ
ら
な
る
物
的
支
援
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

現
段
階
で
は
特
に
被
災
地

復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、

市
に
提
言
す
る
内
容
は
な

い
と
し
、
ま
た
、
東
京
都

の
地
域
防
災
計
画
見
直
し

で
示
さ
れ
た
立
川
断
層
帯

地
震
に
よ
る
震
度
７
を
想

定
し
た
対
策
も
含
め
検
討

す
る
中
で
、
大
地
震
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
復
興
を
着
実
に
進
め

る
に
は
地
域
ご
と
の
自
主

防
災
組
織
の
強
化
が
最
も

大
切
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　

自
助
、
共
助
、
公
助
の

三
つ
の
柱
ご
と
に
課
題
を

整
理
し
、
調
査
研
究
を
進

め
た
結
果
、「
新
た
な
視

点
で
の
福
生
市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
」
で
は
10

項
目
16
施
策
を
、「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
調
査
・
研
究
し
、
市

民
生
活
の
安
全
安
心
の
た

め
の
措
置
」
で
は
12
項
目

35
施
策
を
提
言
し
て
い
る
。

討
論

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■
反
対

　

賦
課
方
式
を
４
区
分
か

ら
２
区
分
に
改
め
た
こ
と
に

よ
り
、所
得
割
で
も
均
等
割

で
も
大
幅
な
引
き
上
げ
と

な
っ
て
お
り
、国
保
税
の
軽

減
措
置
か
ら
ぎ
り
ぎ
り
外

れ
る
世
帯
に
は
引
き
上
げ

額
が
重
く
の
し
か
か
る
。市

民
の
厳
し
い
現
実
を
考
え
れ

ば
、む
し
ろ
一
般
会
計
の
繰

り
入
れ
を
増
や
し
て
値
下

げ
す
る
べ
き
で
あ
り
、反
対

す
る
。

■
賛
成

　

保
険
給
付
費
の
増
加
に

伴
う
赤
字
を
補
填
す
る
た

め
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
、26
市
で
も
指
折
り
の

　11月30日に平成24年第２回臨時会が開催され、議案１
件の審査を行い、原案のとおり可決しました。主な内容
は、次のとおりです。
◎福生市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例
　福生市の一般職の職員の給与体系は、東京都の給料表
と諸手当を基本としていることから、東京都の給与改定
に準じ、住居手当の月額及び給料表等を改定し、引き続
き東京都に準拠するとともに、公民較差の解消を図るた
めに、平成24年12月期の期末手当の支給割合を改定し、
平成24年12月１日を施行期日として本条例を改正するも
の。

多
さ
で
あ
り
、こ
れ
以
上
増

や
せ
な
い
。市
は
医
療
費
の

適
正
化
に
努
め
、現
年
度
課

税
の
収
納
率
向
上
に
力
を

注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

国
保
財
政
健
全
化
の
観
点

か
ら
今
回
の
改
正
は
必
要
な

も
の
と
い
え
、賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

歳
出
の
保
険
給
付
費
が

大
幅
な
伸
び
を
示
す
一
方
、

歳
入
の
保
険
税
収
の
伸
び
は

わ
ず
か
で
、国
保
の
事
業
運

営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

今
回
、賦
課
方
式
を
２
方
式

に
統
一
す
る
こ
と
は
、国
保

事
業
の
広
域
化
を
見
据
え

た
も
の
で
あ
り
、切
り
か
え

は
妥
当
で
あ
る
。低
所
得
者

に
対
す
る
軽
減
措
置
も
継

続
し
て
行
っ
て
お
り
、賛
成

す
る
。

▲廃園となる現在の市立すみれ保育園

『臨時会が開催されました』
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　今定例会では、18人の議員が市政全般にわたり一般質問を
行いました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問
一答方式、併用方式（一括と一問一答の併用）のいずれかを
議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし３ページから５ページに掲載しまし
た。一般質問の項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、２月中旬発行予定の会議録を市役所情報コー
ナー及び図書館でご覧いただくか、福生市ホームページから
ご覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

スポーツ祭東京 2013 本大会に向けた市の取り組みは
串田 金八 議員

　質問　平成25年の国民体育大
会では、リハーサル大会の経験を
生かし、市を挙げて大会を成功さ
せる必要があるが、その方策につ
いて伺いたい。
　市長　ポロシャツやポスターな
ど、さまざまなグッズを使ったり、
「ゆりーと」と共に各種イベント
に参加するなどして、国体のＰＲ
を行っている。平成24年度中に
市内要所に国体ＰＲラッピングシ
ール等を施し、大会周知、開催気
運の向上を図っていく。また、２
会場の運営に対応できる職員を配

置し、多くのボランティアや協力
団体のお力添えをいただいて、盤
石な運営体制で臨みたい。

▲各種イベントでPRするゆりーと

地域社会を支える町会、自治会の現状について
田村 正秋 議員

　質問　町会、自治会は、地域社
会を支える大変重要な存在であり、
最近、その役割が再認識されてい
るが、町会、自治会の活性化と加
入率についてどのようにとらえて
いるか。
　市長　東日本大震災をきっかけ
に、普段からの地域住民同士の交
流は重要なことであると私も認識
しており、その役割は以前にも増
して重要となっている。平成24
年10月現在の加入状況は１万
1,791世帯で、前年度比実質0.4ポ
イント減少している。今後も交付

金を活用して、町会、自治会の加
入率の向上、活性化に引き続き取
り組んでいきたい。 

▲町会の一大行事である夏祭り

将来に負担をかけない財政の健全化方策は
柳川 英司 議員

　質問　住民サービスの提供やま
ちづくりを将来にわたって担って
いくためには、より一層の行財政
基盤の充実が必要であるが、将来
に負担をかけないよう、財政の健
全化をどのように推進していくの
か。
　市長　今後も一般財源の増加が
見込めない状況を考慮すると、市
民ニーズや時代に合わない事業な
どは聖域なく見直すことが必要と
なる。このような現状と課題を踏
まえ、第５次行政改革大綱に基づ
き、自律性の高い財政運営や基礎

的財政収支を赤字にしない財政運
営を行い、今後も財政運営の健全
化を目指していく。 

▲第5次行政改革大綱

税外収入の確保と安全安心の取り組みについて
青海 俊伯 議員

　質問　公共施設の自動販売機の
契約見直しによる税外収入の確保
と、AEDや緊急情報通知機能付
き自動販売機の設置について、ど
う考えるか。
　市長　平成25年度中に、公共施
設の自動販売機はすべて契約を見
直し、使用料と売上高に一定乗率
を掛ける形で使用料収入を確保す
る。
　また、更新時期を迎えるＡＥＤ
もあることから、ＡＥＤ設置型、
災害対応型など、緊急時にも対応
できる機能性を重視した自動販売

機を設置していきたい。

▲AED設置型自動販売機

交通弱者の足として活躍する福祉バスの現状と課題
乙津 豊彦 議員

　質問　福祉バスの本格運用から
２年半を経過し、登録者、利用者
も順調に伸びているが、問題点は
あるか。また、運行に関する評価、
見直しの時期について、計画はあ
るか。
　市長　福祉バスの乗車人数は増
加しており、高齢化率の増加とと
もに、利用者の増加傾向は続いて
いくものと思われる。課題として
は、午前便と午後便によって乗車
率にばらつきがあることや、コー
スにより停留所の数に差異がある
ため乗り継ぎが難しいことなどが

挙げられる。平成25年度中に、
運行コースや運行時間、便数など
を検証する計画である。 

▲福祉バス（熊川コースもくせい号）

脳を活性化させて学習の成果を上げる脳活学習の導入を
清水 義朋 議員

　質問　岐阜県多治見市の全小・
中学校で、朝学習の時間を利用し
て、タブレット端末などのＩＣＴ
機器を活用した脳活学習が行われ
ているが、本市においてもこれを
導入することはできないか。
　教育長　平成23年度から、実
物投影機やワイヤレス・ペンタブ
レット、授業用ノート型パソコン
等を、各小・中学校に段階的に配
備しており、活用事例も見られて
いる。今後、朝学習において脳の
活性化と集中力を養い、児童・生
徒に基礎的・基本的な学力を定着

させるためのＩＣＴ機器の活用に
ついても研究していきたい。 

▲脳活学習の様子（多治見市）

多摩川の河床を低くするためのしゅんせつの予定は
杉山 行男 議員

　質問　多摩川の河床が高いので
低くしてほしいとの要望が以前か
らあるが、しゅんせつの予定はあ
るか。
　市長　多摩川沿いの17区市で
構成する多摩川整備促進協議会を
通じて、毎年国へ要望を行ってい
る。その中で、全国屈指の都市河
川である多摩川の治水・洪水対策
の重要性を訴え、洪水時の安全な
流れの確保を強く要望している。
また、自然再生の取り組みとして、
多摩川本来の河原を復元するため
に、流れを阻害している樹木の伐

採や土砂の除去を行っているが、
これにより結果として河床が少し
下がることになる。 

▲南田園地区で行われている護岸工事
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収納業務の一元化による行政改革を
末次 和夫 議員

　質問　福生市は収納業務が所管
で分かれているが、収納のノウハ
ウを熟知している収納課に収納業
務を一元化すれば、収納窓口の一
本化や収納率の向上、業務の効率
化による経費や人件費の削減など
の効果が期待できるのではない
か。
　市長　第５次行政改革大綱や同
推進計画で市税等の収納率向上対
策を掲げており、平成23年度に
は収納部門の組織体制等の見直
し、差押えに重点を置いた滞納整
理など、計画的に対策を講じてい

るが、収納業務の一元化による人
件費の削減効果等については精査
する必要がある。 

▲収納課の窓口

スクールゾーンの指定はどのように行われるか
原田 剛 議員

　質問　小学校周辺のスクールゾ
ーンは、どのような経緯で指定と
なるのか。また、一小通りはスク
ールゾーンであったと認識してい
たが、解除されたのか。
　教育長　スクールゾーンの指定
は、地域住民、保護者、学校から
の要望を、市を経由して福生警察
署へ提出し、東京都公安委員会に
上申がなされた後、現場確認と審
査を経て決定がなされ、市の交通
安全対策の部署に通知が来て確認
される。
　教育次長　一小通りについて

は、警視庁に確認したが、スクー
ルゾーンに指定、通知された経過
はなかった。 

▲子どもたちが通学する一小通り

道路や公園の維持管理に対する市の考え方は
武藤 政義 議員

　質問　市として、道路、公園に
ついて、どのように考えているか。
また、維持管理はどのようなこと
を心がけて進めているのか、伺い
たい。
　市長　平成24年３月に策定さ
れた福生市都市計画マスタープラ
ンでは、道路、公園といった都市
基盤整備について、市民や事業者
の皆様とともに、にぎわいと潤い
があり、だれもが住み続けたくな
る、歩いて暮らせるまちを目指し
てまちづくりを進めていくこと
を、指針として示している。道路、

公園の維持管理は、これを実現す
るために、適時適切に行うことを
基本的な考え方としている。 

▲長いローラーすべり台がある福生公園

情報社会における市政の情報発信について
大野 悦子 議員

　質問　現在、さまざまな情報ツ
ールにより、手軽に行政情報が得
られるようになっているが、広報
ふっさ、ホームページ、携帯情報
メールのそれぞれの特徴を伺いた
い。
　市長　広報ふっさは、担当職員
が整理編集しており、少しでも読
みやすくなるように心がけて工夫
を重ねている。ホームページは、
トップページへのアクセスが平成
23年度は27万3,880件で、前年度
比4.1％の増となっている。携帯
電話のメール配信サービス「ふっ

さ情報メール」は、利用者が入手
したい市政情報を、適時に、的確
に提供するものである。

▲月2回発行される広報ふっさ

米軍人の市内での奉仕活動について
大野 聰 議員

　質問　11月４日にやなぎ通り
で、米軍人と思われるグループが、
大きなビニール袋を持って空き缶
やペットボトルを拾っていたが、
これはどのような活動なのか。こ
のような奉仕活動は、多くの市民
に理解してもらうよい機会ではな
いか。
　市長　横田基地の軍人等有志27
名による市内道路の清掃活動で、
４月に続き２回目である。多くの
投棄ごみが収集され、道路美化の
観点からも大変感謝している。今
回の活動は横田基地広報部から情

報提供があり、ホームページに掲
載して市民へ周知を図った。 

▲清掃活動を行う米軍人 ( 横田基地公式 HP
より／撮影者 Sgt.Chad C.Strohmeyer）

不妊治療に市独自の助成を行う考えは
岩﨑 百合子 議員

　質問　不妊治療の中でも、人工
授精や体外受精等、高度な生殖技
術には医療保険が適用されず、全
額患者負担となるため、経済的理
由から不妊治療をあきらめる夫婦
も多い。都の助成制度はあるが、
市独自の助成を行う考えはある
か。
　市長　不妊治療は高額で、また
何度も治療を受けることが必要な
場合も多いことから、経済的負担
は重いが、市独自の助成は難しい。
東京都が助成制度を実施してお
り、助成対象とする治療回数の増

加や所得制限の緩和など、制度の
充実が図られているので、周知に
努めたい。 

障がい者と支援者をつなぐヘルプカードの導入は
五十嵐 みさ 議員

　質問　困っていることや手助け
してほしいことをうまく伝えられ
ない障がい者と、どのように支援
していいのかわからない周囲の人
とを結びつける役割を持つ、ヘル
プカードを導入する考えはある
か。
　市長　ヘルプカードは、一見、
障がい者とはわからない方が周囲
に助けを求めるツールとして有効
であり、必要性を強く感じている。
障がい者への理解の促進や安心の
まちづくりにも寄与するものであ
るので、先進事例を参考に福生市

独自の工夫をして、ヘルプカード
の作成と平成25年度中の導入に
向けて努力していく。 

▲ヘルプカード（見本）

学校教職員の定期健康診断有所見者に対するフォローを
池田 公三 議員

　質問　全国の学校で､先生方の
病気休職者が他の公務員の職場と
比べても異常に多いことが問題に
なっている。福生市においても、
市役所の職員については、定期健
康診断での有所見者に対し、医師
による保健指導がなされている
が、学校の先生方については、後
日、受診結果が文書で示されるだ
けで、説明も指導もない。改善が
必要と思うがどうか。
　教育委員会参事　学校教職員の
定期健康診断における有所見者に
対するフォローは、特段実施して

いない。定期健康診断の結果を一
覧にして、各学校長あてに通知し
ている。 
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　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、
より身近に議会を感じていただけると思います。
　「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推
進するため、積極的に議会情報をお届けしてい
きたいと考えておりますので、ぜひご利用ください。

本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、
用語などで検索してご覧いただくことができます。

◆配信内容

福生市公式ホームページ
(http://www.city.fussa.tokyo.jp/) にアクセ
スして「福生市議会」→「インターネット中継」の
順にクリックしてください。

◆アクセス方法

ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」
　平成25年第1回定例会は、2月26日（火）から3月
26日（火）までを予定しています。
◆本会議（予定）
　午前 10時開会
　2月26日（火）～
　3月1日（金）及び 3月26日（火）
◆予算審査特別委員会（予定）
　午前 9時 30分開会
　3月5日（火）～ 8日（金）
◆常任委員会（予定）
　午前 10時開会
　3月12日（火）～ 14日（木）

※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽に
お越しください。

次回定例会のお知らせ

　平成２４年１２月１１日と１２月１８日に２回にわたって、第３次議会改革検
討協議会が開催されました。
　１回目の議会改革検討協議会で、決算審査特別委員会をいかに効率よく
審査するかについて検討がされました。実際の決算審査特別委員会で効率
化を目指した審査を検証した結果、次回からの予算審査特別委員会及び
決算審査特別委員会では、開会・閉会時間を午前９時３０分から午後５時
１５分の定時以内で実施することになりました。
　また、検討課題となっている「議員定数の削減について」は、議員から、
次のような意見が出されました。
１　多くの市民から減らした方がよいとの意見を聞くので、もう少し市民の
声を聞いて、検討した方がよい。
２　定数削減については反対である。定数削減よりも、経費の節減に努力
したらどうか。
３　普段の議員活動や議会について、何をしているのか多くの市民が知ら
ないために、あまり活動していないように見えて、減らした方がよいと言
っているように思える。もっと議員活動についてＰＲをする必要があるな
ど、さまざまな意見が出されました。
この件については、できるだけ早い時期に再度検討して、意見を集約し

ていくということになりました。

議 会 の 動 き

「声の市議会だより」を
お届けしています

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さん
にご協力いただき、市議会だよりの音訳をデイジ
ー方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）の
方にお届けしています。　
ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっ
しゃいましたら、議会事務局にご連絡ください。

☎042-551-1523
○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいと
ころをすぐに検索できるなど、情報検索性に優
れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象
者は日常生活用具として給付を受けられます。

（利用者一割負担）

伝統文化を子どもたちに継承する事業の推進を
堀 雄一朗 議員

　質問　伝統文化こども教室事業
には多くの子どもたちが参加し、
日本の伝統文化に親しんでいた
が、この事業は、国による事業仕
分けでなくなってしまった。伝統
文化を子どもたちに継承する事業
の推進について伺う。
　教育長 伝統文化こども教室事
業は廃止され、現在は文化遺産を
活かした観光振興・地域活性化事
業となっている。伝統文化の継承
は子どもの健全育成や地域づくり
に必要であり、子どもたちが豊か
な人間性を涵養（かんよう）し、

地域の文化に誇りを持ち、次の担
い手育成にもつながるよう、伝統
文化の育成を図っていく。

▲福生市伝統文化発表会

集団の中での障がい児保育が重要ではないか
阿南 育子 議員

　質問　知的・身体・精神障がい
の３障がいや発達障がいの子ども
について、赤ちゃんの時代から大
人に至るまでトータルに特別支援
を進めていくことが必要で、中で
も集団の中での体験が大切だと思
うが、どうか。
　市長　障がいのある子どもの保
育・療育は、一人一人の子どもの
発達過程や障がいの状態を把握
し、適切な環境のもとで、他の子
どもとの生活を通して、ともに成
長することが重要であり、子ども
の状況に応じた保育を実施する観

点から、家庭や関係機関と連携し
た支援を行うことが大切であると
考えている。

▲福生市子ども応援館

オスプレイの飛来・訓練中止要請について
奥富 喜一 議員

　質問　全国各地でオスプレイ配
備反対の声が上がる中、オスプレ
イの横田基地飛来の可能性が高ま
っている。市の最優先の課題は福
生市民の命と安全を守ることであ
り、市長にはこの立場で頑張って
交渉を強めていただきたい。
　市長　オスプレイの横田基地へ
の飛来については、福生市や横田
基地周辺市町基地対策連絡会とし
て、国に対し文書により反対の申
し入れをしている。横田基地第
374空輸航空団に対する総合要請
の折も、横田基地へ飛来しないよ

う、国からも米軍と折衝するよう
強く要請している。

▲横田基地で行われたサムライサージ訓練

今年はスポーツ祭東京2013開催の年！

国体に参加しよう！

　平成25年、いよいよスポーツ祭東京2013が開催されます！！
　スポーツ祭東京2013は、第68回国民体育大会（国体）と
第13回全国障害者スポーツ大会（障スポ）の総称で、東京都
での国体開催は54年ぶり、障スポは初めての開催となります。
　福生市では、国体の正式競技であるソフトボール競技（成年
女子）と、デモンストレーションとしてのスポーツ行事（デモスポ）
であるシニアソフトボール競技を開催します。

会場に行って観戦しよう！　ボランティアとして参加しよう！
福生市実行委員会では、ボランティアを募集しています。
皆さまの御協力をお願いします。
市民の力で国体を成功させよう！

第68回国民体育大会　正式競技
　【競技】ソフトボール競技（成年女子）
　【会期】平成25年9月29日（日）～10月1日（火）
　【会場】福生野球場・市営競技場

第68回国民体育大会　デモンストレーションとしてのスポーツ行事
　【競技】シニアソフトボール競技
　【会期】平成25年10月5日（土）※予備日10月6日（日）
　【会場】福生野球場

●問合せ　国体推進室
　☎042-551-1750

ゆりーと

ゆりーと

福生市議会も応援しています！
スポーツ祭東京2013 第68回国民体育大会

福生市議会も応援しています！
スポーツ祭東京2013 第68回国民体育大会
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

１　平成２５年度予算編成について
　⑴平成２５年度の予算編成に向けての基本的な考え方及び施策について
　⑵第４期総合計画及び７つのまちづくりの目標について
２　スポーツ祭東京２０１３について
　⑴リハーサル大会について
　⑵本大会への取り組みについて

１　町会・自治会について
　⑴町会・自治会の活性化と加入率について
　⑵会館の建てかえと土地の更新料の現状について
２　市内米軍ハウスを活用した市のＰＲについて
３　福祉行政について
　⑴四種混合ワクチンについて
４　教育行政について
　⑴中学校の武道導入の取り組み状況について

１　財政健全化の推進について
　⑴将来に負担をかけない財政の推進化についての現状と課題について
　⑵インセンティブ予算制度について
２　「ふっさっ子の広場」について
　⑴「ふっさっ子の広場」の現状について
　⑵学校運営や教育活動に変化・影響が生まれたか
　⑶さらなる充実を図るためには、どのような方向性や環境整備が必要にな
るか

１　福祉行政について
　⑴福祉バスについて
　⑵視覚障害者へのバリアフリー対策について
２　教育行政について
　⑴教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び
評価について

　⑵子どもたちの「生きる力」の育成について
　⑶学校図書館の充実について

１　外来生物への対応について
　⑴福生市の外来生物の現状について
　⑵アライグマへの対応について
２　公共施設の防火シャッターについて
　⑴学校等施設の防火シャッターの危険防止について
３　脳活学習について
　⑴脳を活性化させる脳活学習について

１　公共施設照明・街路灯等のＬＥＤ化について
　⑴蛍光灯、水銀灯などのＬＥＤ化の状況について
２　多摩川の河床対策等について
　⑴河床のしゅんせつ等について
　⑵昭和堰を可動堰にできないか
３　清潔で美しいまちづくりの推進について
　⑴条例に基づく事業委託の現状と今後の推進について
４　教育センターについて
　⑴そよ風教室及び教職員研究・研修センター事業について

１　自動販売機設置等の税外収入について
　⑴現状の自動販売機設置に関しての契約等について
　⑵今後の税外収入の確保と安全安心の観点からの取り組みについて
２　環境行政について
　⑴先進市で取り組む生ごみ消化機について
３　公園整備について
　⑴公園の砂場を清潔に保つ施策について
４　片倉跡地の活用について
　⑴現状について
　⑵安定的税収・雇用・バリアフリー・地域活性化の視点からの取り組み

１　防災について
　⑴仮設給水資器材について
　⑵避難所運営マニュアルについて
　⑶小・中学校の総合防災訓練参加について
２　交通安全対策について
　⑴市内の危険箇所について
　⑵通学路の安全点検について
　⑶スクールゾーンについて
３　定住化対策について

１　収納業務の一元化について
　⑴市税・国保税・保育料・給食費・市営住宅使用料等の収納の現状につ
いて

　⑵行政改革として収納率の向上・収納の効率化・人件費の削減等の効
果について

　⑶一元化の課題、問題点について
　⑷今後、取り組みの可能性について

１　プラムポックスウイルス対策について
　⑴その後の具体的な対策について
２　市の情報発信について
　⑴情報社会の中で、どのように取り組みを考えているか
１　不妊治療について
　⑴不妊治療の助成について
２　守るべき弱者の現状と対応について
　⑴児童虐待について
　⑵高齢者虐待について
　⑶障がい者虐待について
　⑷ＤＶについて

１　米軍横田基地について
⑴米軍人の綱紀粛正について
⑵米軍人の市内での奉仕活動について

２　航空自衛隊横田基地について
⑴移駐完了後の活動等について
⑵市との情報交換について（地域交流等を含む）
⑶自衛隊移駐に伴う基地交付金の算定について

３　次世代モビリティ活用モデル事業（電気自動車、電動アシスト自転車）について
⑴電気自動車、電動アシスト自転車の実証実験における利用状況、課題
等、今後の見通しについて

１　ヘルプカードの導入について
２　福生ロケーションサービスについて
　⑴福生ロケーションサービスの活動概要について
　⑵主な実績について
　⑶今後の取り組みについて
３　旧米軍ハウスについて
　⑴位置づけについて
　⑵活用について
　⑶変遷について
　⑷保存等について

１　中学校給食について
　⑴現行の中学校ランチ方式の検証について
２　小学校給食、中学校ランチの放射性物質検査について
　⑴東京都学校給食モニタリング事業について
　⑵食材の産地・放射性物質検査結果の公表について
３　学校における労働安全衛生の推進について
　⑴この１年間の取り組み状況について
　⑵定期健康診断における有所見者に対するフォローについて
　⑶各学校における労働安全衛生についての伝達講習会について
　⑷福生市学校教職員労働安全衛生規定の制定について

１　情報メールについて
　⑴不審者情報について
　⑵全体の状況について
２　特別支援教育について
　⑴障がい児保育について
　⑵小・中学校の特別支援教育の現状と課題について
　⑶義務教育終了後の対応について

１　空き家の適正管理について
　⑴適正管理の状況について
　⑵今後の取り組みについて
２　第６８回国民体育大会・第１３回全国障害者スポーツ大会について
　⑴準備状況について
　⑵来訪者へのおもてなしについて
　⑶リハーサル大会について
３　福祉有償移送サービスについて
４　高齢者居住支援について
５　伝統文化を子どもたちに継承する事業の推進について

１　米軍横田基地について
　⑴オスプレイの飛来・訓練中止要請について
　⑵横田基地での危険な訓練の中止を求めることについて
２　国民健康保険税の値上げ中止と引き下げについて
　⑴若い層直撃の国民健康保険税の増税と増大する人口流出について
　⑵払いたくても払えない経済実態について
　⑶国民健康保険の現状について
　⑷国民健康保険の広域化による負担拡大と健康破壊について
　⑸市民の生活の守り手として、国民健康保険税値下げの決断について
３　自転車交通の安全標識設置拡大の提案について

串田 金八
（一括）

⑪
大野 悦子
（一括）

柳川 英司
（一括）

乙津 豊彦
（併用）

青海 俊伯
（一問一答）

清水 義朋
（一括）

杉山 行男
（一問一答）

原田   剛
（併用）

武藤 政義
（一括）

末次 和夫
（併用）

田村 正秋
（一括）

⑫

岩﨑 百合子
（一括）

⑬

大野    聰
（一括）

⑭

五十嵐 みさ
（一括）

⑮

池田 公三
（併用）

⑯

阿南 育子
（一問一答）

⑰

堀　雄一朗
（併用）

⑱

奥富 喜一
（一問一答）

１　職員の育成について
　⑴職員研修の体制について
　⑵職員配置について
　⑶能力開発支援について
　⑷人事考課制度について
２　道路、公園の維持管理について
　⑴維持管理における基本的な考え方について
　⑵補修等の具体的な内容について
　⑶職員の対応について
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者
保
護
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
印
刷
製

本
な
ど
で
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

問　

立
川
第
2
排
水
区
、
福

東
地
区
幹
線
の
下
水
道
管
渠

埋
設
工
事
の
大
幅
な
契
約
差

金
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
。

答　

約
2
億
1
千
万
円
の
契

約
差
金
に
つ
い
て
は
、
東
京

都
下
水
道
局
の
積
算
基
準
に

基
づ
き
積
算
を
行
っ
て
お
り
、

東
京
都
の
事
前
の
チ
ェ
ッ
ク

も
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
請

負
業
者
も
自
社
の
社
員
等
の

施
工
技
術
の
習
得
や
雇
用
の

確
保
な
ど
を
勘
案
し
た
と
聞

い
て
い
る
。

　

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
現

在
二
つ
目
の
立
坑
が
完
成
し
、

今
後
、
も
う
一
つ
の
立
坑
を

完
成
さ
せ
、
二
つ
目
の
立
坑

か
ら
本
管
の
敷
設
を
実
施
し

て
い
く
。

　

以
上
2
件
の
議
案
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
陳

情
は
引
き
続
き
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
４
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　

国
保
運
営
協
議
会
の
審

議
内
容
、
賦
課
方
式
を
２
方

式
に
変
更
す
る
理
由
は
。

答　

保
険
給
付
費
の
伸
び
等

に
よ
り
赤
字
決
算
が
続
き
、

財
源
確
保
の
た
め
税
率
等
を

見
直
す
審
議
が
あ
っ
た
。

　

国
保
の
広
域
化
へ
の
備
え

や
課
税
の
平
等
性
等
か
ら
賦

課
方
式
を
変
更
す
る
。

◎
福
生
市
保
育
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

問　

福
生
市
と
保
育
所
と
の

関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま

た
、
す
み
れ
保
育
園
の
民
営

化
で
、
市
の
財
政
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

廃
止
後
も
、
保
育
の
実

施
主
体
は
市
な
の
で
、
入
所

の
受
付
審
査
、
決
定
は
行
う
。

財
政
負
担
は
、
３
６
２
２
万

１
千
円
が
削
減
さ
れ
る
。

◎
福
生
市
専
用
水
道
事
務
等

の
事
務
委
託
に
つ
い
て

問　

今
後
、
福
生
市
か
ら
通

知
等
は
来
る
の
か
。
ま
た
、

事
務
委
託
の
負
担
額
は
い
く

ら
か
。

答　

こ
の
委
託
に
よ
り
事
務

等
は
、
引
き
続
き
東
京
都
が

行
う
。
委
託
に
よ
る
負
担
額

は
１
１
６
万
８
５
７
６
円
と

な
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

民
生
費
、
社
会
福
祉
費

の
増
額
の
内
訳
、
生
活
保
護

費
の
増
加
理
由
は
。

答　

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、

各
種
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
、
更
生
医
療
費
、
就
労
移

行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
事

業
所
の
増
加
に
よ
る
増
額
。

生
活
保
護
費
は
、
受
給
者
の

増
加
が
理
由
で
あ
る
。

　

以
上
４
件
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　　

12
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
4
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
福
生
市
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

定
住
化
対
策
の
進
行
管

理
の
方
向
付
け
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答　

企
画
部
門
で
定
住
化
対

策
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
詳

細
を
詰
め
て
い
る
。
6
月
ぐ

ら
い
に
報
告
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　

一
般
事
務
嘱
託
員
と
し

て
、
９
区
分
か
ら
統
合
す
る

と
定
数
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答　

嘱
託
職
員
は
、
年
々
増

え
て
い
る
。
近
隣
と
比
較
す

る
と
ま
だ
少
な
い
が
、
予
算

上
、
人
件
費
と
な
る
の
で

除
々
に
減
ら
し
て
い
き
た
い
。

◎
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

市
民
税
均
等
割
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
１
３
５
９
万

円
増
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、

収
納
率
の
関
係
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

収
納
対
策
は
、
全
般
的

に
進
め
て
い
る
が
、
均
等
割

の
引
き
上
げ
も
含
め
て
、
さ

ら
に
収
納
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◎
福
生
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）（
歳
入
予
算

全
般
及
び
歳
出
予
算
の
う
ち

総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

国
有
提
供
施
設
の
関
係

で
歳
入
が
減
っ
た
詳
細
は
。

答　

国
の
予
算
は
、
前
年
と

同
額
の
３
３
５
億
４
千
万
円

で
、
そ
の
配
分
に
よ
る
も
の

だ
が
、
米
軍
の
再
編
等
に
伴

い
、
施
設
の
新
設
、
廃
止
等

で
資
産
が
変
動
し
た
こ
と
と
、

建
物
の
減
価
償
却
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
。

　

以
上
4
件
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

福
生
市
議
会
で
は
、
全
国

の
市
町
村
の
特
色
あ
る
施
策

を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
す
る
た
め
、
委
員
会

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
常
任
委
員
会
及

び
特
別
委
員
会
が
先
進
地
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
視
察
報
告
書
の
本

文
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視
察
目
的　

①
ま
ち
な
か
再

生
事
業
に
つ
い
て
②
定
住
促

進
事
業
に
つ
い
て

視
察
先　

①
富
山
県
滑
川
市

②
石
川
県
か
ほ
く
市　

視
察
日　

平
成
24
年
10
月
2

日
（
火
）
〜
3
日
（
水
）　

①
旧
市
街
地
の
人
口
減
少
及

び
空
き
地
空
き
家
対
策
と
し

て
、
平
成
20
年
か
ら
住
宅
取

得
補
助
や
家
賃
助
成
の
「
ま

ち
な
か
居
住
推
進
事
業
」
と

「
市
街
地
空
き
地
空
き
家
活 

用
支
援
事
業
」
を
『
ま
ち
な

か
再
生
事
業
』
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
限
度

額
50
万
円
の
住
宅
取
得
補
助

事
業
は
35
件
が
活
用
し
、
一

定
の
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、

人
口
を
増
や
す
こ
と
だ
と
の

考
え
か
ら
、
若
年
層
人
口
の

拡
大
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化

を
目
指
し
、
平
成
22
年
度
よ

り
『
定
住
化
促
進
事
業
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨

励
金
事
業
」
は
、
45
歳
未
満

の
方
が
市
内
で
一
戸
建
て
住

宅
（
50
㎡
以
上
）
を
新
築
、

又
は
購
入
し
た
場
合
、
最
大

で
1
0
0
万
円
の
建
設
奨
励

金
を
交
付
す
る
制
度
で
、
3

年
間
で
1
7
0
件
、
定
住
者

数
6
0
8
人
（
転
入
者
数

2
2
3
人
）
と
大
き
な
成
果

を
収
め
て
い
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
の
問
題
を
含

め
、
参
考
に
な
る
視
察
と
な

り
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
多
職
種
協
働

に
よ
る
地
域
医
療
連
携
に
つ

い
て
②
市
民
後
見
推
進
事
業

に
つ
い
て

視
察
先　

①
広
島
県
尾
道
市

②
岡
山
県
笠
岡
市

視
察
日　

平
成
24
年
10
月
4

日
（
木
）
〜
5
日
（
金
）

①
尾
道
市
は
在
宅
退
院
時
な
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　今定例会の常任委員会では、本会
議から付託された議案及び、継続審
査となっていた陳情の審査が12月11
日、12日、13日の３日間、建設環
境・市民厚生・総務文教委員会の順
で行われました。
　また、議会運営委員会は、本会議
の議事日程や議案の取り扱い、議会
だよりの編集等で６回行われました。
　それから、横田基地対策特別委員
会、災害に強いまちづくり特別委員
会が12月14日に行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特
別委員会から報告された主な審査概
要をまとめました。

委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から

市
民
厚
生
委
員
会

▲国体PR用懸垂幕

▲民営化となるすみれ保育園の園舎を視察

▲滑川市のまちなか再生事業を視察

次
頁
へ
つ
づ
く

▲熊川福東地区の雨水幹線整備工事の様子



総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

②
豊
橋
市
の
自
主
防
災
組
織

は
す
べ
て
の
町
会
・
自
治
会

で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
小
学
校
区
ご
と
に
こ

れ
ら
の
自
主
防
災
組
織
や
各

種
団
体
が
参
加
し
て
校
区
防

災
連
絡
協
議
会
を
形
成
し
、

こ
こ
に
学
校
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

普
段
か
ら
研
修
・
協
議
が

行
わ
れ
て
い
て
、
実
効
性
の

あ
る
防
災
対
策
組
織
と
し
て

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
呉
市
に
お
け

る
基
地
関
連
施
設
の
概
要
に

つ
い
て
②
米
軍
・
自
衛
隊
の

市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
③
市

民
や
関
係
諸
団
体
と
の
交
流

に
つ
い
て
④
市
民
の
安
全
対

策
・
情
報
提
供
に
つ
い
て

視
察
先　

①
広
島
県
呉
市

②
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
隊
及

び
第
一
術
科
学
校

視
察
日　

平
成
24
年
10
月
23

日
（
火
）
〜
24
日
（
水
）

　

呉
市
の
米
軍
は
、
弾
薬
庫

の
み
で
人
数
も
38
名
だ
け
と

い
う
こ
と
で
、
影
響
や
市
民

　

例
年
こ
の
議
会
だ
よ
り
で

は
各
委
員
会
で
行
っ
た
行
政

視
察
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

前
の
ペ
ー
ジ
の
リ
ー
ド
文
に

も
あ
る
よ
う
に
、
行
政
課
題

に
対
し
て
先
進
地
に
出
向
き
、

実
際
に
事
業
を
見
て
き
ま
す
。

我
々
議
員
に
と
っ
て
何
に
も

代
え
難
い
貴
重
な
情
報
収
集

の
機
会
と
な
り
ま
す
◆
常
任

委
員
会
は
毎
年
、
特
別
委
員

会
は
隔
年
実
施
し
ま
す
が
、

今
年
は
特
別
委
員
会
も
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
概
要
は
議

会
だ
よ
り
で
お
伝
え
し
て
い

ま
す
が
、
詳
細
は
報
告
書
に

ま
と
め
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
施
で
き
そ
う
な
事

業
に
関
し
て
一
般
質
問
も
行

わ
れ
ま
し
た
◆
当
市
に
も
全

国
各
地
の
議
会
か
ら
視
察
に

見
え
ま
す
。
昨
年
度
は
19
の

議
会
か
ら
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

ど
こ
の
議
会
で
も
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
て
、
議
場

の
設
備
、
議
事
録
作
成
シ
ス

テ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
や
一
般
質
問
の
方
法
な
ど

議
会
運
営
に
関
わ
る
視
察
も

多
く
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味

で
は
先
進
市
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今

後
も
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
◆
今
年
の
冬

は
こ
と
さ
ら
寒
い
よ
う
で
、

庭
の
霜
柱
の
茎
に
も
大
き
な

氷
の
結
晶
が
で
き
ま
す
。
風

邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

特
別
委
員
会
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感
情
は
な
い
と
の
こ
と
、
自

衛
隊
は
戦
前
か
ら
海
軍
工
廠

が
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
引
き

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦

艦
大
和
を
造
船
し
た
技
術
が

活
き
て
い
る
ま
ち
で
す
。

　

自
衛
隊
施
設
は
公
共
用
地

と
し
て
利
用
価
値
の
高
い
所

に
あ
り
、
平
地
が
少
な
い
呉

市
に
と
っ
て
は
ま
ち
づ
く
り
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
と
市
民
の
交
流
は
活

発
で
祭
り
へ
の
参
加
は
も
ち

ろ
ん
、
音
楽
隊
が
中
学
の
吹

奏
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
も
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

海
上
自
衛
隊
呉
地
方
隊
総
監

部
で
は
山
口
総
監
を
表
敬
訪

問
、
そ
の
後
、
護
衛
艦
う
み

ぎ
り
の
平
田
艦
長
よ
り
説
明

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
担
当

官
の
案
内
で
潜
水
艦
潜
行
訓

練
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
呉
市
海
事
歴
史

科
学
館
で
は
、
担
当
者
よ
り
、

大
変
詳
し
く
丁
寧
な
説
明
を

受
け
、
江
田
島
市
の
第
一
術

科
学
校
で
は
鍛
冶
学
校
長
、

幹
部
候
補
生
学
校
で
は
池
学

校
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

も
重
要
と
い
う
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
予
算
の
効
率

化
に
つ
い
て
②
教
育
行
政
に

つ
い
て

視
察
先　

①
岐
阜
県
美
濃
加

茂
市
②
岐
阜
県
多
治
見
市

視
察
日　

平
成
24
年
10
月
17

日
（
水
）
〜
18
日
（
木
）

①
全
国
的
に
も
予
算
の
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
使
い
き
り

で
は
な
く
、
い
か
に
予
算
を

残
す
か
工
夫
を
し
、
自
主
財

源
確
保
の
取
り
組
み
を
し
て

い
る
美
濃
加
茂
市
を
視
察
し

ま
し
た
。
効
率
よ
く
予
算
運

営
に
努
め
た
部
署
に
は
、
翌

年
度
予
算
の
加
配
を
す
る
も

の
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算

と
呼
ば
れ
、
そ
の
効
果
は
職

員
の
予
算
意
識
に
強
く
表
れ

る
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

②
集
中
力
を
高
め
な
お
か
つ

基
礎
学
力
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
な
う
多
治
見

市
の
脳
活
学
習
に
つ
い
て
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
朝
学
習

な
ど
の
時
間
を
活
用
し
、
多

機
能
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
利
用
し
、
リ
ズ
ム
、

ス
ピ
ー
ド
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

重
視
し
指
導
を
行
う
も
の
で
、

算
数
の
計
算
、
漢
字
の
読
み

な
ど
を
非
常
に
速
い
展
開
で

出
題
し
、
ク
ラ
ス
全
員
が
そ

ろ
っ
て
答
え
を
大
き
な
声
で

返
す
。
こ
の
繰
り
返
し
の
中

で
教
員
は
的
確
に
声
掛
け
を

行
う
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感

は
高
ま
り
、
I
Q
の
向
上
に

効
果
が
出
る
様
子
を
学
び
ま

し
た
。

視
察
目
的　

①
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
に
つ

い
て
②
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
と
地
域
の
絆
づ
く
り

に
つ
い
て

視
察
先　

①
兵
庫
県
神
戸
市

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

②
愛
知
県
豊
橋
市

視
察
日　

平
成
24
年
７
月
３

日
（
火
）
〜
４
日
（
水
）

①
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」
は
福
生
市
で
想
定
さ
れ

て
い
る
立
川
断
層
帯
と
同
じ

直
下
型
地
震
が
あ
っ
た
阪
神

淡
路
大
震
災
の
経
験
を
伝
え
、

最
新
の
研
究
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
展
示
し
、
世
界
に
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
設
は
、
福
生

市
を
含
め
全
国
の
自
治
体
が

大
い
に
活
用
し
て
、
子
ど
も

た
ち
や
市
民
の
防
災
意
識
の

啓
発
に
で
き
る
の
で
は
と
感

じ
ま
し
た
。

ど
に
「
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
を
15
分
間
行
い
、
患
者

と
家
族
、
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
ヘ
ル
パ
ー
、
医
療
機
械

販
売
業
者
、
時
に
は
歯
科
医

師
、
民
生
委
員
等
が
そ
こ
に

出
席
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

こ
と
で
、
患
者
・
家
族
の
退

院
時
の
不
安
解
消
、
医
療
と

介
護
の
質
の
向
上
に
役
立
て

て
い
ま
し
た
。

②
笠
岡
市
は
認
知
症
高
齢
者

や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
、
よ
り
き
め
細
か

な
日
常
の
見
守
り
を
兼
ね
た

身
上
監
護
を
行
う
必
要
性
を

認
識
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門

職
後
見
人
以
外
の
市
民
後
見

人
を
中
心
と
し
た
後
見
人
等

に
よ
る
支
援
体
制
づ
く
り
に

先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
国
の
モ
デ
ル
事
業
の

視
察
を
通
し
、
市
民
後
見
人

の
養
成
に
は
丁
寧
に
時
間
を

か
け
て
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
、
成
年
後
見
制
度
の
市
民

へ
の
周
知
普
及
が
、
何
よ
り

　

12
月
14
日
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
明
神
下
公
園
内

震
災
対
策
用
応
急
給
水
施
設

の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
市
民
８

日
分
の
飲
料
水
が
常
に
新
鮮

な
状
態
で
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
京
都
水
道
局
の
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
施

設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
応
急
給
水
資
器

材
を
使
っ
た
給
水
の
実
演
な

ど
も
含
め
て
一
時
間
に
わ
た

り
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
を
再
開

し
、
現
地
視
察
を
踏
ま
え
て

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

・
施
設
の
運
用
に
つ
い
て
訓

練
は
し
て
い
る
か
。

・
こ
の
施
設
を
活
用
し
た
訓

練
を
市
民
が
実
施
で
き
る
か
。

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
特
別
委
員
会
中
間
報

告
書
（
案
）
に
つ
い
て
、
委

員
会
で
確
認
さ
れ
た
後
に
、

本
会
議
で
中
間
報
告
が
さ
れ
、

報
告
書
中
の
提
言
書
に
つ
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
書
に
つ
い
て
は
、

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
７
月
に
実
施
し
た

行
政
視
察
の
報
告
書
に
つ
い

て
協
議
し
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
3
件
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
5
市
1
町
に
よ
る
総
合

要
請
に
つ
い
て

　

横
田
基
地
周
辺
市
町
基
地

対
策
連
絡
会
が
行
っ
た
「
平

成
24
年
度
横
田
基
地
対
策
に

関
す
る
要
望
書
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
21
時
か
ら
22
時

ま
で
及
び
6
時
か
ら
7
時
ま

で
の
飛
行
を
極
力
行
わ
な
い

よ
う
求
め
て
い
た
が
、
今
回

か
ら
20
時
か
ら
22
時
、
6
時

か
ら
8
時
に
内
容
を
見
直
す

と
と
も
に
、
M
V
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
飛
来

及
び
、
災
害
準
備
・
対
応
の

た
め
の
現
地
実
地
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
を
新
た
に
加
え

て
、
要
請
し
た
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

２
．
東
京
都
が
実
施
し
た
航

空
機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い

て
　

平
成
23
年
に
東
京
都
が
実

施
し
た
調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
、
本
委
員
会
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

３
．
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

10
月
、
11
月
に
行
わ
れ
た

訓
練
状
況
、
横
田
基
地
の
有

志
に
よ
る
市
内
の
清
掃
活
動
、

米
軍
人
の
外
出
禁
止
令
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▲尾道市の地域医療連携を視察

▲多治見市立養正小学校の授業を視察

▲豊橋市の防災コミュティの推進を視察

▲呉市海事歴史科学館を視察

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…
編
集

後
記

前
頁
か
ら
の
つ
づ
き
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